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K-MIXと訪問看護・介護業務支援
システムCareluxl(ケアラクス
ル）・ドクターコムによる医療と
介護の連携 

Health Care Innovation Forum 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
只今より介護システムと医療システムの連携について発表させていただきます。社会福祉法人敬世会　福田です。宜しくお願い致します。



地域包括ケアシステムとは 

厚生労働省 
地域包括ケアシステムより抜粋 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この表は、超高齢化社会の到来に伴い厚生労働省が提案している地域包括ケアシステムです。最後まで住み慣れた地域で暮らす為、限りある医療、介護資源を効果的に共有し連携することが重要となります。　そのため私共は、訪問看護介護のⅠＴシステム・ケアラクスルを開発しました。各種情報を共有し、共通の指標を持つため、ケアラクスルと医療情報をクラウド運用するシステムについて報告させていただきます。



（訪問看護） 

●身体介護 
 ・食事、入浴、排泄、通院や外出の付添いなど 
●生活援助 
 ・掃除、洗濯、買い物、調理など 

●医師の指示による医療処置 
 ・血圧、体温、脈拍のチェックなど 
 ・傷の処置 
●介護方法の助言や病気の相談など 
●低栄養や運動機能低下を防ぐ指導など 

訪問サービスとは 

（訪問介護） 

（訪問リハビリ） ●医師の指示によるリハビリ 
 ・移動や身の周りの動作練習など 
 ・福祉用具や住宅改修についての相談など  

看護師 

理学療法士等 

介護士 

↓ 

↓ 

↓ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず訪問サービスについて、説明させていただきます。訪問看護とは、看護師が在宅で医師の指示による医療処置や介護方法の助言・病気の相談、低栄養・運動機能低下を防ぐ指導などを行います。訪問リハビリとは、理学療法士などが在宅で医師の指示によるリハビリを行います。訪問介護とは、介護士が在宅で食事・入浴・排泄等の身体介護や掃除・洗濯・買い物等の、生活援助を行います。

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A2RA0klny9FUCEgA6eeDTwx.;_ylu=X3oDMTFvMm10N2ZmBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=17bk9hbfg/EXP=1423136039/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E8%A8%AA%E5%95%8F%E3%83%AA%E3%83%8F%E3%83%93%E3%83%AA+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88


 医 師 

●ケアプラン作成 
 ・訪問サービス事業者へのケアプラン作成 
●ケア結果の確認       

●往診 
●訪問看護、訪問リハビリ内容の指示  

ケアマネ-ジャ- 

訪問サービス事業者 

●ケアプランの実施 
 ・看護師・理学療法士等・介護士の手配 
 ・料金管理       

訪問サービスの関係者 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
訪問サービスを実施するためには、訪問日時、サービス内容が必要で、これを指示するのが表の関係者です。医師は、訪問看護、訪問リハビリの内容の指示をだし、往診で経過を確認します。ケアマネージャーは、ケアプランを作成し訪問サービス事業所へ提出、ケア結果の確認をします。訪問サービス事業者は、ケアプランの実施をするため、職員の手配をし料金管理などをします。



ケアラクスル開発の背景 

高齢化率 2025年 ⇒ 30％ 

高齢者が著しく増加するため 
・社会保障費が増える 
・施設入所の出来ない高齢者が増える 
・若い働き手が減り、税収が減る 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にケアラクスル開発の背景ですが、2025年には高齢化率　３０％　と高齢者が著しく増加します。そのため　　　　　　　　　　社会保障費が増える　　　　　　　　　　施設入所のできない高齢者が増える　　　　　　　　　　若い働き手が減り、税収が減るその中でどう支えていくのか考え、業務を効率化し生産性を上げるしかないと訪問看護・介護のⅠＴ化に踏み切りました。



Careluxl（ケアラクスル）とは 

１．訪問サービス事業者・看護師・理学療法士等・ 
  介護士を支援するシステム 
 
２．看護・リハ・介護現場の生の声を開発に反映 
 
３．1.5倍の業務効率化、それに伴いサービスの 
  質の向上（2件の特許出願済） 
 
４．未就労の看護師、理学療法士等、介護士の雇用 
  機会の拡大 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ケアラクスルとは　　訪問サービス事業者・看護師・理学療法士など・介護士を支援するシステムで　　現場の生の声を反映し、開発しました。その結果　　　紙ベースの業務をデジタル化することにより，約１，５倍の業務の効率化が図　　　れ　それに伴いサービスの質も向上しました。　　さらに、未就労職員の雇用機会拡大にも繋がりました。



（医師） 

（ケアマネージャー） 

  看護師 

 介護士 

 理学療法士等 
日々の記録 

閲覧 

Careluxl（現在開発済み） （訪問先） 

 （事務所） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在開発中のケアラクスルの範囲はこの図の破線内です。看護師・理学療法士など・介護士は、訪問先でタブレットによりケアやリハビリの内容を確認、実施します。終了後、実施内容の記録をタブレットで入力します。入力した記録は、リアルタイムに事務所で確認ができます。このようにケア事業者内では、訪問先のタブレットと事務所のパソコンが常に繋がっています。

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A2RA0klny9FUCEgA6eeDTwx.;_ylu=X3oDMTFvMm10N2ZmBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=17bk9hbfg/EXP=1423136039/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E8%A8%AA%E5%95%8F%E3%83%AA%E3%83%8F%E3%83%93%E3%83%AA+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88


Careluxl特長① 
訪問スケジュールの最適化 

ボタン一つで 
自動作成 

利用者 
情報 

職員情報 

相性 

勤務条件 

様々な条件を基にシステムが 
最適なスケジュールを自動作成 

訪問先 
住所 

サービス
内容 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いてケアラクスルの特長について説明をします。これは、訪問スケジュールの画面です。利用者のスケジュールと職員のシフト表を入力すると、様々な条件に基づいて訪問スケジュールが自動作成されます。条件の中には、利用者と職員の住所から割り出した緯度・経度の移動情報や相性情報などがあり、最適な職員の割り当てが可能です。これまでは、２～３日先の訪問スケジュール作成が限界でしたが、１週間先まで可能となりました。



・タブレット画面によりスケジュール、基本情報、過去の記録書等を 
 確認でき、訪問記録の入力ができる。 

Careluxl特長② 
現場でのタブレット利用  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、現場でのタブレット入力画面です。　　上が訪問スケジュール画面で、１日の予定が確認できます。　　　下がサービス提供画面で、利用者の基本情報、過去の記録、申し送り事項　　サービス内容などの確認と、実施内容の記録がタッチペンで簡単に入力で　　きます。　　これらのことから、職員は事務所による必要がなくなり時間短縮ができ、サービスの質の均一化が図れました。



Careluxl特長③ 
事務所で進捗管理  

・現場で入力した訪問記録が事務所側でリアルタイムに確認ができる。 
・訪問実績、請求システムとの連携ができる。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは、サービス提供の進捗確認画面です。　管理者は、現場で入力した記録書を、事務所でリアルタイムに確認できます。これにより、利用者の状態変化や職員の対応が一目で把握できるので、迅速に訪問計画へ反映できます。



Careluxl特長④ 
３省（総務省・厚労省・経産省）ガイドラ
インに準拠する高度なセキュリティ対策 

現場 

事務所 

データセンター 

◆堅牢なデータセンター 
◆高水準の運用ポリシー 

◆SSL-VPNで通信暗号化 

◆タブレットにデータは残らず盗難、紛失でも安心 
◆個人認証の上での利用セキュリティ担保 

◆個人認証の上での利用セキュリティ担保 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　セキュリティ対策については、３省（総務省・厚労省・経産省）ガイドラインに　準拠しています。　また、訪問職員が携帯するタブレットは、個人認証とし、データーも残らない　よう配慮しています。



現状 ⇒ 医師・ケアマネージャーと現場の 

     情報は紙ベースで連携 

機能拡張 
 

リアルタイムでデータ連携可能 
 

↓ 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上のように、事業所内ではシステム化できていますが、医師・ケアマネージャと現場の情報は、紙ベースでのやり取りのため、時間がかかってしまいケアに支障をきたすこともあります。それを解決するため、現在機能を拡張中です。



 医 師 

 ケアマネージャー 

  看護師 

 介護士 

理学療法士等     日々の記録 

閲覧 

Careluxl（機能拡張） （訪問先） 

 （事務所） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的には、赤破線内が機能拡張部分です。医師は、訪問看護・リハビリ指示書を作成後、データ伝送でき、利用者の訪問記録の閲覧もできます。ケアマネージャーは、利用者の訪問記録の閲覧ができます。看護師、理学療法士などは訪問指示書の閲覧、報告書作成後データ伝送もできます。

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A2RA0klny9FUCEgA6eeDTwx.;_ylu=X3oDMTFvMm10N2ZmBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=17bk9hbfg/EXP=1423136039/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E8%A8%AA%E5%95%8F%E3%83%AA%E3%83%8F%E3%83%93%E3%83%AA+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88


具体的 機能拡張内容とは 

●医師の訪問看護・リハ指示書作成・データ伝送 

●看護師・理学療法士等は訪問指示書の閲覧 

●医師、ケアマネージャーは日々の記録の閲覧 

●看護師・理学療法士等は報告書作成、データ伝送 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上の機能拡張内容をまとめたものが、表の４項目です。
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●医師の指示内容が口頭であれば聞き違い等により人的過誤が発生し得 
 るが文字で確認することで過誤は軽減される。 

●医師は看護師が訪問した利用者の記録を常に見ることができるので 
 状態に応じた指示が出せる。  

●離島や山間部においても市街地と同様に医師からの指示書、看護師 
 からの計画書や報告書などをお互いにリアルタイムで情報共有でき
る。 
 そのため時間短縮を図ることができて作業の効率化も期待できる。 

●ケアマネージャーは看護師・理学療法士等・介護士が訪問した利用者 
 の記録を常に見ることができるので早めに状態変化が把握でき計画に 
 反映することができる。 
 さらに、ケアマネージャーと訪問事業所ともに業務の効率化・省力化 
 を図ることができ時間短縮に繋がる。 

Careluxl機能拡張後のメリット 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 ケアラクスル機能拡張後のメリットとして医師は訪問時の記録を常に見ることが出来るので状態に応じた指示が出せますまた、医師の指示が口頭であれば聞き間違い等により人的過誤が発生する可能性がありますが、文字で確認することで過誤は軽減されますさらに電波の届く範囲であれば、離島や山間部においても、医師・看護師がリアルタイムに情報共有できますケアマネージャーは、利用者の記録を見ることが出来るので早めに状態変化を把握でき計画に反映出来ます



K－MIXプラスとの連携 

※かがわ医療情報ネットワーク「K－MIX＋」の概念
図より 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
K－mixプラスとケアラクスルの連携については、図のように中核病院と診療所の医療情報と在宅の介護情報が共有可能となります

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A2RA0klny9FUCEgA6eeDTwx.;_ylu=X3oDMTFvMm10N2ZmBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=17bk9hbfg/EXP=1423136039/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E8%A8%AA%E5%95%8F%E3%83%AA%E3%83%8F%E3%83%93%E3%83%AA+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88


K-MIXプラスとの連携により 

 医療と介護、互いに情報を必要とする場面は多
く、医療情報システム（K-MIXプラス等）と連携
できるようになれば、相互にデータ連携する機能
は国内では初めてのことであり、香川県産業成長
戦略のK-MIX関連プロジェクト推進の一助となる。 

 医師は、利用者が病院に受診や入院したときに在
宅での情報を正確に確認することができる。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連携により医療・介護相互にデーター連携する機能は国内では初めてで、香川県産業成長戦略k-mix関連プロジェクト推進の一助となります。医師は、利用者が病院に受診や入院された時に在宅での情報を正確に』確認することが出来ます。訪問事業者は、訪問先でドクターコムを利用し医師と直接テレビ会議が出来るのでリアルタイムに情報共有出来、早期対応と利用者の安心につながります。



ドクターコムとは① 

 
インターネットを用いたテレビ会議システムを医
療分野に応用し、病院、診療所、患者宅をつない
で遠隔診療、遠隔カンファレンスを実現する仕組
みであり、電子カルテ閲覧機能を統合している。 
 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連携により医療・介護相互にデーター連携する機能は国内では初めてで、香川県産業成長戦略k-mix関連プロジェクト推進の一助となります。医師は、利用者が病院に受診や入院された時に在宅での情報を正確に』確認することが出来ます。訪問事業者は、訪問先でドクターコムを利用し医師と直接テレビ会議が出来るのでリアルタイムに情報共有出来、早期対応と利用者の安心につながります。



ドクターコムとは② 

「電子カルテ機能統合型ＴＶ会議システム」による遠隔医療ネットワーク構築事業より抜粋 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連携により医療・介護相互にデーター連携する機能は国内では初めてで、香川県産業成長戦略k-mix関連プロジェクト推進の一助となります。医師は、利用者が病院に受診や入院された時に在宅での情報を正確に』確認することが出来ます。訪問事業者は、訪問先でドクターコムを利用し医師と直接テレビ会議が出来るのでリアルタイムに情報共有出来、早期対応と利用者の安心につながります。



ドクターコムとは③ 
 
 
●病院、診療所、患者宅等をつないでリアルタイム 
 に医師と訪問看護師による遠隔診断が可能となる。 
 （離島や山間部でも） 
●患者の状態（浮腫、チアノーゼ、褥瘡、いびき 
 等）を映像やマイクによりリアルタイムに正確に 
 確認ができ、迅速な治療が可能となる。 
●診療所の医師が病院等で行っている疾患カンファ 
 レンスに参加可能となる。 
 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連携により医療・介護相互にデーター連携する機能は国内では初めてで、香川県産業成長戦略k-mix関連プロジェクト推進の一助となります。医師は、利用者が病院に受診や入院された時に在宅での情報を正確に』確認することが出来ます。訪問事業者は、訪問先でドクターコムを利用し医師と直接テレビ会議が出来るのでリアルタイムに情報共有出来、早期対応と利用者の安心につながります。



ケアラクスルとドクターコムとの連携 

現場のタブレット端末から、Careluxlの画面

とドクターコムの画面を切り替えながら、
医師と患者宅をつないで治療に活用する。 
（現時点では、ノートPCでの使用は可能） 

「電子カルテ機能統合型ＴＶ会議システム」による遠隔医療ネットワーク構築事業より抜粋、追記 

Careluxl画面 

訪問看護師 

訪問看護師 訪問看護師 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連携により医療・介護相互にデーター連携する機能は国内では初めてで、香川県産業成長戦略k-mix関連プロジェクト推進の一助となります。医師は、利用者が病院に受診や入院された時に在宅での情報を正確に』確認することが出来ます。訪問事業者は、訪問先でドクターコムを利用し医師と直接テレビ会議が出来るのでリアルタイムに情報共有出来、早期対応と利用者の安心につながります。



ご清聴ありがとうございました。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
医療・介護に必要な情報はほぼ同じです。目的により内容の深さは異なりますが利用者はそのたびに、同じ説明をしなければなりませんし正確性も欠けます。「家に帰りたい」と願った一人のご老人の思いに後押しされ開発したケアラクスルとk-mixが融合し地域全体を包括する医療・介護システムを構築することで一人一人の思いを実現したいと思います。　ご清聴ありがとうございました
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